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あがつま
『わたしたちは見えるものではなく

見えないものに目を注ぎます。

見えるものは過ぎ去りますが、

見えないものは永遠に存続するからです』

（コリントの信徒への手紙Ⅱ ４章１８節）
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毎

年
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に

な

れ

ば

、

ど

こ

か
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で

必

ず

耳

に

す

る

定

番

の

ク

リ

ス

マ

ス

の

賛

美

歌

で

す

。

同

じ

メ

ロ

デ

ィ

で

歌

わ

れ

る

英

語

賛

美

歌

『Joy
to
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W
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世
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喜
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、

テ

レ
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Ｃ
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な

ど

で

よ

く

使

わ

れ

て

い

て

馴

染

み

が

あ

り

ま

す

が

、
『

も

ろ

び

と

こ

ぞ

り

て

』

は
『Joy

to
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W
orld!

』
で

は

な

く

、

フ

ィ

リ

ッ

プ

・

ド

ッ

ド

リ

ッ
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（

-
）

作

詞

の
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the
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sound!
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（

聞

け

、

喜
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の

音
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の

訳

詞

と

な

っ

て

い

ま

す

。

ド

ッ

ド

リ

ッ

ジ

は

イ

ギ

リ

ス

の

ロ

ン

ド

ン

に

非

国

教

会

派

の
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に

生

ま

れ

ま

す
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彼
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歳

で

母

親

と

、

歳

で
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親

と

死

別

し

、

孤

13

児

と

な

り

ま

し

た

。

歳

で

孤

児

と

な
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た

ド

ッ

ド

13
リ

ッ

ジ

に

、

あ

る

人

が

大

学

進

学

の

た

め

の

資

金

援

助

を

申

し

出

ま

し

た

が

、

彼
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を

断

り
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し
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。

な

ぜ

な
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国

教

会

へ

の

改

宗

が

条

件

だ

っ

た

か

ら

で

す

。

そ

し

て

ド

ッ

ド

リ

ッ

ジ

は

非

国

教

徒

が

運

営

す

る

牧

師

養

成

学

校

で

学

び

、

会

衆

派

教

会

の

牧

師

と

な

り

ま

し

た

。

同

じ

く

会

衆

派

教

会

の

牧

師

で

あ

り

、

英

語

賛

美

歌

の

父

と

も

呼

ば

れ
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ア

イ

ザ

ッ

ク

・

ウ
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ッ
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（

-

）

と

も

親

し

く
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い
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で

す

。

こ

の

ウ

ォ

ッ

ツ

に

よ

っ

て

作

詞

さ

れ

た

の

が

『Joy
to

the
W

orld!

』

で

す

。
こ

の

賛

美

歌

詩

が

〝

ア

ン

テ

オ

ケ

〟

と

呼

ば

れ

る

旋

律

と

組

み

合

わ

さ

れ

、

わ

た

し

た

ち

も

よ

く

知

る

定

番

の

ク

リ

ス

マ

ス

の

賛

美

歌

と

な

り

ま

し
た

。
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で
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ド

ッ

ド

リ

ッ

ジ

の

⇘



⇘
『H

ark,
the

glad
sound!

』
も

〝

ブ
リ
ス
ト
ル
〟
と
呼
ば
れ
る
旋
律
な

ど
、
幾
つ
か
の
旋
律
と
組
み
合
わ
さ

れ
て
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
２

つ
の
賛
美
歌
は
、
宣
教
師
た
ち
に
よ

っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
ど
ち
ら
も

年
出
版
の
『
讃
美
歌
』
に
掲
載
さ

1903れ
ま
し
た
。
ウ
ォ
ッ
ツ
の
詞
は
『
民

み
な
喜
べ
』
、
ド
ッ
ド
リ
ッ
ジ
の
詞

は
『
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
』
と
そ
れ

ぞ
れ
に
訳
さ
れ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ

か
旋
律
の
組
み
合
わ
せ
が
入
れ
代
わ

っ
て
、
『
民
み
な
喜
べ
』
が
〝
ブ
リ

ス
ト
ル
〟
と
、
『
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り

て
』
が
〝
ア
ン
テ
オ
ケ
〟
と
組
み
合

わ
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
た
め

日
本
で
は
、
〝
ア
ン
テ
オ
ケ
〟
が
『
も

ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
』
の
専
用
曲
の
よ

う
に
認
知
さ
れ
て
い
き
、
あ
ま
り
歌

わ
れ
な
か
っ
た
『
民
み
な
喜
べ
』
は

年
出
版
の
『
讃
美
歌
』
に
は
掲
載

1931

さ

れ
ま

せ

ん
で

し

た

。

た

だ

し

、

ウ

ォ

ッ

ツ

の

歌

詞

が

日

本

で

全

く

歌

わ

れ

な

く

な

っ

た

わ

け

で

は

な

く

、

現

在

で

は

日

本

聖

公

会

の

聖

歌

集

に

『

世

界

よ

喜

べ

』

と

し

て

〝

ブ

リ

ス

ト

ル

〟

と

の

組

み

合

わ

せ

で

掲

載

さ

れ

て

い

る

他

、

日

本

福

音

連

盟

か

ら

発

行

さ

れ

て
い

る
『
聖

歌

』
に

は

、
『
民

み

な

喜

べ

』
（

中

田

羽

後

訳

）

と

し

て

〝

ア

ン

テ

オ

ケ

〟

と

組

み

合

わ

せ

て
用

い

ら

れ
て

い

ま

す
。

『

も

ろ

び

と

こ

ぞ

り

て

』

は

、

明

治

期

に

翻

訳

さ

れ

た

こ

と

も

あ

っ

て

、

現

代

の

日

本

語

と

し

て

は

難

解

な

言

葉

遣

い

が

さ

れ

て

い

ま

す

。
特

に

、
２

節

の

歌
い

出

し
「
悪

魔

の

ひ

と

や

を

」

の

〝

ひ

と

や

〟

を

「

一

夜

」

や

「

一

矢

」

な

ど

と

誤

っ

て

解

釈

さ

れ

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

が

、

正

し

く

は

「

人

牢

」

と

書
き
、
悪
魔
の
牢
獄
を
打
ち
破
る
と

い
う
意
味
で
す
の
で
、
気
を
つ
け
て

歌
い
た
い
所
で
す

ド
ッ
ド
リ
ッ
ジ
の
『
も
ろ
び
と
こ

ぞ
り
て
』
を
〝
ア
ン
テ
オ
ケ
〟
の
メ

ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ
て
歌
う
の
は
、
日

本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
聖
公
会
の

聖
歌
集
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
、
日
本
独
自
の
伝
統
と

言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。（

稲
垣
）


